
3月19日 12:50～16:40

第2部 一般演題

2022年

（土）

第７回

主催：武蔵野大学大学院 人間社会研究科 人間学専攻 言語聴覚コース
武蔵野大学 専攻科 （言語聴覚士養成課程）

お問合せ先
speech@musashino-u.ac.jp 
学校法人武蔵野大学 大学事務部武蔵野学部事務室 言語聴覚事務担当

13:00～14:30

参加費無料

基調講演「アメリカにおけるオージオロジスト・SLP教育の方向性」
久木身和子

Ph.D., Au.D., CCC-A, Board Certified in Audiology
(Assistant Professor, Department of Communication Disorders

Rongxiang Xu College of Health and Human Services California State  
University）

指定発言「日本でのST教育とアメリカでのSLP教育を体験して」
裴 雅蓮

（Department of Communication Sciences and Special education,  
University of Georgia）
指定発言「聴覚領域に携わっている日本の言語聴覚士への期待」

城間将江（国際医療福祉大学大学院 保健医療学）

第3部 特別企画 日米におけるST教育

15:15～16:40

オンラインライブ配信
※事前申込みが必要です（お申込み方法は裏面をご覧ください）

第1部 大学院修了生による研究報告

14:40～15:10

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
開会あいさつ
　12：50（繰り上げ）
第１部 ：院生の研究報告
　13：00（院生１）
　13：15（院生２）
　13：30（院生3）
　13：45（院生4）
　14：00（院生5）
　14：15（まとめて質疑応答15分）
休憩（10分）
　14：30
第2部：一般演題
　14：40（演題１）
　14：50（演題２）
　15：00（まとめて質疑応答10分）
休憩（というより準備のための5分）
　15：10
第3部：特別企画
　15：15（久木先生）
　16：00（ペイさん）
　16：15（城間先生）
　16：25（質疑応答15分）
修了
　16：40（10分繰り下げ）




【お申込み方法】

下記URLあるいはQRコードから必要事項をご入力の上、お申込み下さい。

https://forms.gle/HCrNCAB4e4ijsxsPA

・開催1週間前までに抄録と視聴URLをお申込みメールに送付します。

・3月16日までに案内が届かない場合はメールで武蔵野学部事務室言語聴覚事務担当

（ speech@musashino-u.ac.jp ）にお問い合わせください。

・電話でのお問い合わせはご遠慮ください。

申込み〆切：3月12日（土）

【プログラム】

開会のご挨拶 （12：50 ）

大学院 人間社会研究科 人間学専攻 言語聴覚コース 教授／専攻科長 小嶋 知幸

第1部 大学院修了生による研究報告 （13：0０～1４：３０）

1. 機能性発声障害１症例における４年間の長期治療経過 立川 貴子

2. パーキンソン病による軽度運動低下性ディサースリアに対する歌唱訓練の試み:行動学的アプローチを参考に 谷山敬子

3. 歌唱活動の認知機能に対する治療的効果について −動画による遠隔での実施の試み− 萩原渓奈

4. 地域の公立中学校に在籍する難聴生徒の健聴生徒と共有する情報保障に関する研究 藤田芝圭美

5. 失語症者の「社会的交流」「問題解決」に関連する要因についてーFunctional Independent Measure(FIM)を指標として 伊藤美由貴

第2部 一般演題 （14：４０～1５：１０）

1. 母子相互作用場面における発声のピッチパターンの分析 国立障害者リハビリテーションセンター 学院 成田あゆみ

2. 耳鼻咽喉科専門病院における補聴外来受診者の状況～COVID-19流行前後の比較 神尾記念病院 川嵜雄司

第3部 特別企画 「日米におけるST教育」 （15：１５～16：４０）

基調講演 「アメリカにおけるオージオロジスト・SLP教育の方向性」 久木 身和子

Ph.D., Au.D., CCC-A, Board Certified in Audiology. Assistant Professor, Department of Communication Disorders Rongxiang Xu 
College of Health and Human Services California State University

指定発言 「日本でのST教育とアメリカでのSLP教育を体験して」 裴 雅蓮

Department of Communication Sciences and Special education,  University of Georgia 
武蔵野大学大学院 人間社会研究科 人間学専攻 言語聴覚コース 第１期生

指定発言 「日本の聴覚領域のSTへの期待をこめて」 城間 将江

国際医療福祉大学 大学院 保健医療学

司会 北 義子 総合司会 小嶋知幸

閉会のご挨拶 （ 16：30 ）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
開会あいさつ
　12：50（繰り上げ）
第１部 ：院生の研究報告
　13：00（院生１）
　13：15（院生２）
　13：30（院生3）
　13：45（院生4）
　14：00（院生5）
　14：15（まとめて質疑応答15分）
休憩（10分）
　14：30
第2部：一般演題
　14：40（演題１）
　14：50（演題２）
　15：00（まとめて質疑応答10分）
休憩（というより準備のための5分）
　15：10
第3部：特別企画
　15：15（久木先生）
　16：00（ペイさん）
　16：15（城間先生）
　16：25（質疑応答15分）
修了
　16：40（10分繰り下げ）
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